
JR 三山木駅にエレベーターが
完成し、12 月 1日㈬午前 11 時か
ら利用できます。
設置したエレベーターは、車い
すが乗り降りしやすい 11 人乗り
貫通式。市の南部拠点である JR
三山木駅は、JR 学研都市線の全
線 7両化により乗降客の増加が予
想されます。駅を利用する多くの
人が快適に構内を移動できる「人
に優しい駅」となるよう、市は
JR 西日本㈱に要望・協議を重ね
設置することになりました。
JR 三山木駅は無人駅ですが、
JR 西日本お客様センター（☎
0570-00-8989）に連絡すると、
駅係員のホームまでの案内や、列
車への乗降の介助を受けることが
できます。

【完成記念式典】
エレベーターの完成を記念し、
同駅で式典を行います
日時＝ 12 月 1 日㈬午前 10 時
から
問合せ先＝三山木整備課（☎
65-5540）
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。
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す
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を
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＝
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▼
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市
内
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児
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関
す
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す
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１２
月
４
日
㈯
・
５
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セ
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【
保
育
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幼
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希
望
す
る
人
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月
２５
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ま
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に
申
し
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く
だ
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６
）

▼
社
会
教
育
課
（
☎
６４
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浄土宗西居院
第 21代住職・廣中邦充さん
問題や悩みを抱える少年少女
15 人を寺に引き取り、一緒に暮
らしながら約 600 人を更正。現
在も、約 2,000 人が順番待ちをし
ています。
また、年に 1回、ホームレスと
ともにテント生活をしながら､ 現
状と向き合う惜しみない活動をし
ている。

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
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ス
に
、
１０
月
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日
、
京
田
辺
市
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ラ
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ン
大
会
が
開
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れ
ま
し
た
。

競
技
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、
小
学
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・
中
学
生
・
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般
・
壮
年
の
部
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
、
自
慢
の
足
や
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
試
そ
う
と
６
４
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
校

１
～
３
年
生
の
児
童
と
保
護
者
が
ペ
ア
に
な
り
２
㎞
を

走
る
親
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
選
手
が
田
辺
木
津
川
運
動

公
園
か
ら
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
。
目
指
す
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
風
が
吹
く
木
津
川
沿
い

を
疾
走
し
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

娘
の
石
原
藍
さ
ん
（
８
）
と
一
緒
に
参
加
し
た
忍
さ

ん
（
３５
）
は
「
初
め
て
参
加
し
た
の
で
、
ペ
ー
ス
を
保

つ
の
が
難
し
く
し
ん
ど
か
っ
た
。時
間
を
見
つ
け
て
は
、

娘
と
一
緒
に
走
る
練
習
を
重
ね
、
今
日
は
、
そ
の
成
果

が
発
揮
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

改
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す
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に
設
置
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れ
た
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レ
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ー
タ
ー


